20180701レムナント教会1部
感謝の基本（ピリピ4:6-7）
　もし皆さんが、聖書にある通りの正しい感謝さえすることができれば、霊肉ともに必ずいやされます。どんなことがあろうが、そこには主の力が必ず現れるようになります。それでサタンは、その正しい感謝ができないように、手段を選ばず攻撃を仕掛けています。そうだとすれば、私たちは、今日、感謝礼拝を通して、聖書に基づいて、改めて正しい感謝、特にその中でも感謝の基本とはいったい何なのかということをしっかりとつかんで、これからサタンが砕かれて恐れて逃げ去る感謝の信者になりたいと願います。

今日は特別に、初穂の刈り入れの感謝礼拝をささげています。初穂の刈り入れの感謝とは何なのかということをまず少し説明をしたいと思います。40年間の荒野でのさまよい、生活が終わって、約束通りにカナンに入ることになりました。その約束の地、カナンでの最初の収穫が麦だったようです。それを収穫することによって、感謝をささげました。つまり、私たちは、40年の間、自分の弱さのゆえにダメなのだと思います。また、私たちは、倒れる時もあるし、失敗をするときもあります。だから、ダメなのだ、これでダメ、あれでダメとずっと思っていたのですが違うのだなという感謝なのです。神様は、ミスなしでここまでしっかりと私たちを導き守ってくださったのではないか。それを感謝することが、初穂の感謝の礼拝でした。私たちは、荒野にいる間に、何か問題があれば大変だ、これは問題だと思います。また、なぜこんなことがあるのか。ありえない。嫌だということばかりだったと思っていたのに、初穂を収穫してから振り返ってみると、違う、このすべてが、今日があるために許されていたプロセスだったのだ。それこそ契約の旅程だったのだということが分かって、感謝をささげたものです。皆さんにもぜひこのような感謝を回復することを祈りたいと思います。弱いから、失敗したから、だから、ダメだろうと思っていたのに、それを感謝するようになります。問題だらけ、大変なことばかり、なぜこんなことが起きるのかと思っていたのに、それが感謝だったのです。そのような感謝こそが、サタンが恐れるものであるし、また、いやしの鍵となるものです。

そのために、まず今日は、クリスチャンとしての感謝の一番の基本の部分を確認し感謝したいなと思います。それは何かといいますと、なぜ皆さんは、感謝するのでしょうか。また、感謝しなければいけないのでしょうか。あるいは、感謝せざるを得ないのでしょうか。それがまずこれなのです。自分のような罪人が、イエス様がキリストだと告白することができたことが感謝です。その告白によって、実際に病気が治っていないかもしれません。何も生活に変化などが見られていないかもしれません。でも、関係なく、イエス様がキリストですと心から信じて、その告白の上に立っているということが感謝で、感謝でならない、それが感謝の基本です。皆さんが、どんなにみじめな人間であっても、また、人から指を指されるような人間であったとしても、イエスがキリストだと告白しているのであれば、それは実はエペソ1：4にあるように、世界の基が置かれる前から、その告白が計画されていたものなのです。単なる唇を動かして「イエスはキリストです」ということではありません。風が吹いて来たら紙が飛んで行って、竜巻によって屋根が飛ばされるような告白ではありません。感情や気持ちがそこについていかなくても、イエスはキリストです。辛い中でも、皆さんが心の中からイエスはキリストですと告白しているならば、皆さんは世界の基が置かれる前から、その告白をしてもらうために定められていた存在です。だから、感謝なのです。つまり、イエスはキリストだと告白していることは、皆さんが神様に定められ選ばれた存在だという証拠なのです。何を見て、自分が神に選ばれたと信じることができるのでしょうか。どこか人と比べて優れたなにかがあるからなのでしょうか。世の中では、そういうものを見ながら人を選ぶかもしれません。自分の気にいるもの、趣味が合うもの、優秀な人間などを選ぶかもしれません。でも、訳が分かりませんが、神様はそのような選ぶ方ではありません。神様がなぜ私たちを選ばれたのか分かりません。けれども、分かっているのは、イエスがキリストだと告白していることを見れば、なるほど、神様が自分を選ばれたのだね。私は神様に選ばれたすごい者だねと分かります。いま死の影の谷を歩くような辛い中にいたとしてもだまされないように。感謝するように。イエスがキリストですという告白は、自分が世界の基が置かれる前から、神様に選ばれた貴重な存在だという証拠なのです。
マルコ3：13でイエス様がおっしゃいました。神様が望まれる人を集めて、彼らとともにいるためにとあります。つまり、イエスがキリストだと告白していることは、皆さんの実力や皆さんの意志ではなくて、皆さんが神様に望まれる存在だからです。もしかして周りの人に嫌われる場合もあります。それでいいという言うわけではあります。でも、まったく関係ありません。イエスがキリストだと告白している人であれば、神に望まれ、神に喜ばれるものなのです。その証拠が他にあるわけではなくて、イエスがキリストだと告白にあるわけです。
そして、Ⅰコリント12：3を見ると、イエスはキリストだと告白していることは、成績が悪い人間、才能がない人間でも、そういうことと関係なく、聖霊によらずにはその告白は不可能なのだ、つまり、その告白ができているというのは、もうすでに聖霊様がその人に働かれたということなのです。聖霊にみわざに預かっている者です。それをまた別の言葉で申し上げると、ペテロが、「主は生ける神の御子キリストです」と告白したときに、バルヨナ・シモン、あなたは幸いです。これをあなたに教えたのは人ではなくて、天にいる私の父、神様がダイレクトに自ら教えられたことなのだとおっしゃいます。つまり、皆さんが、イエスがキリストだと告白していることは、神様が皆さん、ひとりひとりを家庭教師になって個人教授をしていらっしゃるということなのです。なんとすごいことでしょうか。

皆さん、どういう思いで、どのような感覚でイエスがキリストだと告白していらっしゃるのかわかりません。あるいは、それがそんなにすごいことだとわかっていないので、やってもやらなくてもいいのではと、この告白に関して、そのような感覚でいらっしゃるかもしれません。でも、今日から変えてください。竜巻が起こるのか、台風がやってきたのかなどと関係なく、イエスがキリストという告白はしっかりと握って、そこから感謝を見つけるようにしないといけません。神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちにあずかるためである。つまり、皆さんが、イエスはキリストだと告白ができているというのは、神様に愛されている裏返しなのです。神に愛されていない者は、イエスはキリストだと告白できません。東大を卒業して、ハーバードを出たとしても、イエスはキリストだと告白することはできません。これを感謝しましょう。いろいろな事情があり、いろいろな現実があるでしょうけれども負けずに、まず真っ先にイエスはキリストだと告白して、その告白の上に立たされている自分のことを褒めつつ、それを感謝しましょう。すごいことなのです。ルカ15：7を見ると、ひとりがこの告白に預かるようになった時に、天においては天使を全員集合させてパーティを開きます。天の喜びの理由は、地上で誰かがイエスはキリストですと告白するときなのです。今日限り、いろいろなことがあるでしょう。また、いろいろやりたいこともいっぱいあると思いますが、イエスはキリストですという信仰告白をいちばんの大切なもの、宝にして、感謝の材料にしていただきたいと思います。イエスがキリストだと告白していらっしゃるでしょうか。だから、皆さんは、ここに来て礼拝をささげていらっしゃると思います。そうならば、感謝してください。たとえテストの点数がめちゃくちゃだったとしても感謝してください。それは感謝の条件ではありません。でも、皆さんは、イエスはキリストだと告白できるのではないでしょうか。そこを感謝しましょう。これが感謝の基本です。この基本に立っていないと、全部がずれてしまいます。つまり、悪魔に遊ばれるようになるのです。しっかりと正しい感謝を持ってください。
そして、イエスがキリストだと告白できているというのは、実は、皆さんは、天にある霊的すべての祝福をいただいている方であるし、幸いな者なのです。幸せな存在です。大金持ちになるから、周りに認められるから、好かれるから幸せではなくて、イエスがキリストだと告白しているので、皆さんは理由なしで幸せな存在です。バルヨナ・シモン、あなたは幸いです。どれほど幸せなのか。イエスがキリストだと告白できているがゆえに、どんな過ちを犯しても、どんな失敗があっても、どんな罪を犯しても、二度と罪に定められてさばかれることがないように幸いです。これを悪用してはいけませんけれども、そのように幸いなのです。死と罪の原理から永遠に解放されているわけですから。因果応報の法則の中では、こうすればこうなり、ああすればああなるのでしょうが、私たちはこうしても絶対に罪に定められることなどありません。なぜならイエスはキリストだと告白できている者だからです。その告白がどれほどすごい者なのか吟味していただきたいと思います。皆さんが、イエスがキリストだと告白できているので、いま刑務所の中にいるとしても、死の影の谷を歩く状況であっても、あなたがたは聖霊が宿る神の神殿なのです。イエスがキリストだと告白することによって、聖霊様が内側にともにおられます。天の御国を所有しています。神殿と呼ばれる最高の存在です。しかもこの祝福が何ものにも、何ごとによっても奪われることも変わることもありません。ローマ8：39にあるように、だれも切り離すことができない、だれも奪うことができない、変えることができない永遠のいのちの祝福です。なぜこれが自分のものになったのでしょうか。他の理由はありません。イエスがキリストだと告白することによってです。皆さんは、この告白をちっぽけなもののように思うかもしれません。だから、何かあるたびにすぐ忘れたりするでしょうけれども、あまりにもドライに告白しているかもしれませんが、その告白が皆さんの人生そのものを丸ごと新しく造り変えられるようになりました。だから、もう永遠にこの祝福は変わらないので、圧倒的な勝利者となるのです。どんなことがあろうが。そして、最後には、天の御国に迎え入れられるように、天の御国の国籍がすでに与えられることになりました。なぜでしょうか。イエスがキリストだと告白したからです。神様は、人間が、罪人が、この告白に預かることを世界の基が置かれる前から望んでいらっしゃったわけです。
そして、イエスがキリストだと告白できているということは、この間も申し上げましたように、ローマ8：30に書いてあるように、その瞬間、すでに栄光をいただいているもの、栄光に富んだ存在になったということなのです。だから、感謝です。栄光に富んだ者とは、どういう意味なのでしょうか。いちばん分かりやすいのでは、伝道できるしかない伝道者に変えられたということです。それが栄光です。だれができるでしょうか。トランプも金正恩も安倍首相もできません。でも、イエスがキリストだと告白している者は、それ以前は傷によって地を這うような思いをして、弱さのゆえに指を指されることばかりやった人間であっても、取税人であり売春婦だったとしても、その人が、イエスがキリストだと告白したその瞬間、栄光をいただいて、栄光に富んだ存在であり、トランプより安倍首相よりさらに上の上に立つ伝道者になるわけです。だから、イエスがキリストだという告白を感謝するしかないでしょう。その告白で私たちは地上にいるのですが、キリストともに天のところに座らせてくださいました。だから、キリストのからだなる教会と呼ばれる者になり、わたしが行っていたことをあなたがたも行い、それ以上のことも行うことができると言われるのです。なぜならイエスがキリストだと告白したからです。イエスがキリストだと告白しているので、皆さんは何でもないと思うでしょうが、蛇とサソリを踏みつける権威がそのときに与えられるし、聖霊の力で導きが約束されて与えられます。何回も申し上げているように、イエスがキリストだというこの一つの告白ができたということで、イエス様にしか使われない称号、世の光、王である祭司という称号がつく存在になるわけです。中々、皆さん、信じられないでしょう。だから、改めてイエスがキリストだと言う告白に戻らなければいけません。そんなはずがないとささやかれるときに、全部断ち切って一つだけ、でもイエスはキリストだという告白は本当だから、そうならば私に蛇とサソリを踏みつける権威があるし、世の光であることも間違いないし、キリストのすべての栄光をすでにいただいて、栄光に富んだ伝道者に間違いない。
今日、初穂の刈り入れの感謝礼拝を通して、皆さん、いろいろな感謝があるでしょうけれども、イエスがキリストだと告白することができる、告白していること、それに感謝を絞って、そこからスタートしてみていただきたいと思います。今週一週間、具体的にやってみてください。皆さんの過去、何があったのでしょうか。何一つそれに捕らわれたり、傷を負ったままであったり、過去の亡霊にさいなまれる理由などありません。そこに対して、イエスはキリストですと告白してみてください。今現在の辛い環境、いろいろな現実があるでしょう。そこにイエスはキリストですと告白してみてください。これから将来、未来、どうなるのかわかりません。その未来に向かって不安がらないで、イエスはキリストですと告白してください。何一つ問題になりません。そのときにサタンは縛り上げられます。過去を過去のままに、そこに付き合わずに、イエスはキリストですと告白する、だから、それは問題ではありません。死の影の谷を歩いています。イエスはキリストです。圧倒的な勝利者であり、何も問題でありません。未来どうなるのか。何の心配もありません。イエスはキリストなのだから。伝道者として主が備えていらっしゃいます。

それから、朝、目覚めたときに、今日申し上げました感謝の基本を探ってください。目覚めたら感謝なのです。目を閉じる前にまたこの感謝です。その間の一日の生活の中でずっと感謝するようにしましょう。つまり、この基本の感謝を様々な事柄や出会いやいろいろな問題の中で確認して適用してください。もう一度言います。過去のことであれ、今現在のことであれ、問題を問題のままに付き合うとだまされてしまいます。イエスがキリストだという告白をもって、それを適用するようにしましょう。一日はそのような材料なのです。だから、ずっと感謝です。パウロが言ったように、すべてのことに感謝しなさい。ぜひ実践してみてください。

特に、今現在、皆さんの中でいちばん辛いこと、いちばんたいへんなことは何でしょうか。それを感謝してください。幻聴が聞こえるでしょうか。それを感謝してください。えーと思いますか。それがあるからこそ私は自分を捨てて、悪魔に打ち勝ったキリストをしっかり握って、キリストだけという信仰に立つことができるので感謝します。皆さんにどんな深刻な問題があるのでしょうか。まず感謝してみてください。なにか自分の弱さのゆえに嫌になったのでしょうか。感謝してください。自分の弱さにぶつかることによって、私が自分の力で生きるのではなくて、本当にキリストしか私にはいません。キリストが必要なのです。そのような信仰に立つことができるようになるので、その弱さも感謝するわけです。キリストを知らない限りは、本当の正しい神様は理解できません。変な親の元で育った、あるいは子どもが非行に走っているのでしょうか。感謝してください。本当に私が人間の人脈や血縁によるのではなく、キリストを握って、キリストの中にある幸せによって生きることを学ぶことができて感謝しますと。感謝できないこと、なにがあるのでしょうか。特に、今週一週間、いちばん辛いこと、いちばん大変なこと、そこを感謝してみてください。どういうことが起きるのか。お祈りします。
　
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。神様の不思議な、不思議な恵みと愛によって、地獄に行くしかなかった私たちが、イエス様が救い主キリストだと告白することができて心から感謝します。地球が半分に折れてもこの告白に預かっていることで感謝することができるように。他の感謝の前にイエスがキリストであるという告白ができていることを、そして、それがなにを意味するかを覚えて、本当にそこで感謝を回復することができるようにひとりひとりを祝福してください。目に見えないサタンがひざまずくことをひとりひとりが体験できるようにまことのいやしの祝福が現れることを心からお祈りします。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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